表示変換機能 


本節では、数値の表示形式の変換について説明します。 

■ Eng 変換と逆 Eng 変換 

計算結果として表示中の数値の指数部を、3の倍数に変換して表 
示することびでさます。 


己 Eng 変換の操作例 

( WT ) 1,234を Eng 変換して表示する 



■ S-D 変換 

S - D 変換の機能を使ラと、小数を分数や 71 の形式に変換したり、 
その逆に変換することびでさます。 
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口変換が可能な形式について 

S - D 変換では、小数で表示された計算結果を、次の形式の数値に 
変換することび可能です(同時に、次の形式の数値をノ」\数に変換 
する操作び可能です)。 

分数形式：分数として変換可能なル数を、分数形式に変換しま 
す。仮分数、帯分数のどちらで表示を行うかは、変換時 
の分数表示設定に従います。 

71形式：几を含む次の形式への数値の変換び可能です(自然表 
示時のみ有効)。 
nn (なは整数） 

^打または(分数表示設定に従います） 

♦分数の71形式への変換では、変換でさるものは逆兰角関数の 
結果やラジアンで一般的に表現される数値に限られます。 
• 計算結果び厂形式で得られた場合に、画)にてル数表示に変 
換することび可能です。 

しかし、計算結果びル数表示の場合は、厂形式に変換するこ 
とはでさません。 

口 S - D 変換の例 

♦変換対象によっては、変換に時間びかかる場合びあります。 
C 1 D 分数ー ル数 

[math I 

圍回度)固曰 


画 


國 


己 

6 

己 

百 


0.0333333333 


己 

百 


♦ 画)キーを巧すごとに、表示び交互に切り替わります。 


-73 - 









(例 2) 71を含む分数-►ル数 


[math] 

@極)佩因圍回@回因 


画 


_ 

1.25GG370G1 


(13) 厂を含む数^ル数 


[math] 


因回 ( g ) 因因团曰 


國 


巧 X 巧 

.吃 

回 Math A 

巧 X 巧 

2.4434 の 743 
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複素数計算 


(CMPLX) 


本節では、複素数計算の操作について説明します。 

本節での計算を行う際には、計算モード (15 ぺージ参照)と 
して CMPLX モード（極 E 回）を選択してください。 


■複素数計算の概要 
口本機で可能な複素数計算について 

本機では、複素数を使った次の演算び可能です。 

• 加減乗除計算 

• 逆数、2乗、3乗(関数 X -1, X 2 , X 3 を使用） 

• 儒角と絶対値の計算 
• 共役複素数の計算 

口虚数り)の入力について 

CMPLX モードでは、画キーは虚数 i を入力するためのキーと 
して働さます。本節では r 囚キー」と表記します。 
a 十切’の形式で複素数を入力する際には、囚キーを利用します。 
例えば2十 3 Z を入力するには、次のように操作します。 


回田团の 


CMPLX 回 Math 

2+3il 


口極座標形式での複素数の入力について 

CMPLX モードでは、極座標形式 (r Z のでの複素数の入力わ可能 
です。例えば 5 Z 30 を入力するには、次のように操作します。 

回画^回(〇回匹] I 日の日 I 


♦儒角0の入力時(および計算結果表示時)の単位は、現在の角 
度設定 (16 ページ）によってままります。 
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口計算結果の表示形式について 

本機では、複素数計算の結果を表示する際の座標形式として、直 
交座標形式と極座標形式のいずれかを選ぶことびでさます。 



虚軸 


実軸 


直交座標形式 



座標形式の切り替えは、セットアップで行います。詳しくは愼 
素数表示設定を切り替えるには」 （1 8ページ)を参照してくださ 
し、 


直交座標お式(な+か’ ) 選択時の計算例と結果表示例 

C1D 2 X ( V 3 +/) = 2 V 3 +2/ = 3.4641 01615 + 2/ 

[math I 

回困の因团あ 
曲囚囚曰 


「line I 

回因の因团囚 
曲囚囚曰 


ライン表示時は計算結果び実部と虚部の 
2行に表示される 



CMPLX 囚 ▲ 

2xCT(3)+i) 

3.4G4101G15 

+2i 


(例吕） V ^ Z 45 = 1 十!’ 


[math] [Deg] 

因回あ H 回 (4 の回目 


CMPLX 回 Math ▲ 

扔4日 

1+i 
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極座標形式 (rZ 0) 選択時の計算例と結果表示例 

( S 3) 2 X ( V 3+/) = 2 V 3 + 2 / = 4 Z 30 


[math] [Deg] 

回因の因团あ田囚囚 
因 


(^ IJ 2) 1+1 = V 2 Z 45 

[math] [Deg I 

圧)田囚曰 


2 X ( 品 E 

I Math ▲ 

む 30 



CMPLX E 

1 +i 

I Math ▲ 

尼と 4 日 


♦ 儒角0は、-180°く0書180°の範囲で出力されます。 


□複素数メニューについて 

CMPLX モードの選択時には、複素数メニューび利用可能です。 
複素数メニューは、画因回 ( CMPLX ) を巧すと表示されます。 


3: ►r 占 6 


2: ConJ 3 
4: »-a+b± 


各メニュー項目の具体的な操作ち法については、次項からの説 
明を参照して < ださい。 


■共役複素数 ( Conjg ) 

複素数 Z =幻十わ Z に対する共役複素数 5= a - わ Z をまめることび 
でさます。 


QD 2+3/の共役複素数をまめる 


「line I 

画^ 回 (CMPLX) 回 (Conjg) 
回曲回囚囚曰 


Com gC 2+31) 

2-3 i 
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■絶対値と偏角の計算 ( Abs ， arg ) 

z = 幻十切’の形で表される複素数を複素平面(ガウス平面)上の座 
標とみなして、絶対値(の）と儒角 ( arg ) を求めます。 

QD 2+2 /の絶対値と儒角を求める 

|MATH||Deg| 虚軸 


実軸 


絶対値の算出： 

@励 ( Abs ) 回田回囚曰 


儒角の算出： 

丽 回 ( CMPLX ) 圧) ( arg ) 
回曲回囚囚曰 


CMPLX 田 

l2+2il 

Math ▲ 

2 巧 



arg 。芯の 

Math ▲ 

4 已 



■ 計算結果表示形式の強制指定 

現在の複素数表示設定にかかわらず、直交座標形式または極座 
標形式で計算結果を表示することびでさます。 

口 計算結果を直交座標形式で表示するには 

計算式の末尾に 画固回 （ CMPLX ) 团 （►幻十妨を巧します。 

QD 2V2Z45 = 2 + 2 / 

[math 11 Deg I 

回因回み @ 回 (4 の回 
画^ 回 ( CMPLX ) 旺 I (► a + M ) 

因 


CMPLX 回 Math ▲ 

2麻 Z 化り +bi 

2+2 i 
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口計算結果を極座標形式で表示するには 

計算式の末尾に画因回 （ CMPLX ) 团（►ピ巧を巧します。 
) 2+2/ = 2 V 2 Z 45 


CID 2 H 

I MATH I [ 


11 Peg I 

回曲回囚 ( S 回 ( CMPLX ) 
团(►心巧曰 


帥 PLX 囚 Math i 

2+2i Hie 


姐 4 日 


■複素数計算の例題 

C 例 ) (1+3/)^(2/)=-|—^/ 

ruNTi 

のの田团囚囚因 
m 回囚囚曰 


CMPLX 田 

U+3 かの i) 


-1 强 


-79 - 








統計計算 （ STAT ) 


本節での計算を行う際には、計算モード (1 5ぺージ参照)と 
して STATE — ド(極 E 固）を選択してください。 


■統計計算の概要 
口統計計算の操作の流れ 

はじめに、本機を使った統計計算の大まかな操作の流れを説明 
します。次の操作例を行ってください。 

1. 应§团巧了八で対甲します。 

• 次のような STAT タイプ選択画面び 初期表示されます。 


1: 1-VflR 2 ： A+EK 
3:_+GK£ 4： in K 

己： 6： A-eak 
了： S ： レ K 


この画面では、統計計算のタイプを選択することびできま 
す。 


2. ここでは 丘] (1- VAR ) を巧します。 

• 画面上部に STAT シンボルび点口し、 STAT モードに入った 
ことを示します。 

• 次のような STAT エディタ画面び 表示されます。 



この画面では、統計計算実行の対象となる標本データを入 
力することびでさます。 

3. 標本データを入力します。 

• ここでは例として10,11,12と入力します。 

のの目のの目の回目 
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4. 画を巧します。 

• STAT 演算画面び 表示されます。 


この画面では、 STAT エディタ画面で入力した標本データ 
に基づく統計計算や、 COMP モードとほぼ同様の各種計算 
を実行することびでさます。 


5. ここからの操作は、実際の統計計算の例です。 
画因 丘] ( STAT ) 対甲します。 

• 次のような STAT メニューび 表示されます。 



dit 




2: Data 
4: Sum 
6: MinMax 


この画面からコマンドを選択して統計計算を実行したり、 
他の画面に移動することなどびでさます。 


6. 計算例:標本データの平均値をまめます。 
回 （ Var ) を巧してください。 

• Var サブメニューび表示されます。 


1: n 

3: X ピ I 


瓦 w 


7. 回な)を巧します。 

• STAT 演算画面び表示され、平均値をまめるぶコマンドび入 
力されます。 


;1 

0 
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8. 因を巧します。 

• 計算結果(標本データの平均値)び表示されます。 


ヒント 

♦ STATS - ドでの統計計創ま、 STAT エディタ画面で入力した 
標本データに基づいて行われます。 

統計計算を行った後でわ、随時 STAT エディタ画面を呼び出 
して、標本データの追加、削除、変更などの編集を行うことび 
でさます。 

口統計計算のタイプについて 

統計計算のタイプは、 STAT モードに入ると表示される STAT 夕 
イプ選択画面で数字キー（田〜面）を巧して選ぶことびでさま 
す。 _ 


1 

1-VflR 

2 

R+E?^ 

3 

_+C?^£ 

4 

in K 

己 


6 

A - 

7 

A - 

S 

レ K 


本機では、次のタイプの統計計算の実行び可能です。 


キー 

選択画面表/了 

統計計算のタイプ 

変数の数 

圧！ 

1 -VAR 

一変数統計演算 

一変数( X ) 

回 

A+BX 

一次回帰演算 

二変数( X ， Y ) 

国 

_+ CX 2 

二次回帰演算 

团 

InX 

対数回帰演算 

回 

が X 

e 指数回帰演算 

固 

A.BAX 

幻わ 指数回帰演算 

の 

A.XAB 

ベさ乗回帰演算 

面 

1 /X 

逆数回帰演算 


統計計算のタイプを切り替えるには 

STAT モードの利用中でわ、統計計算のタイプを切り替えること 
びできます。画固田 （ STAT ) 田 （ Type ) を巧すと STAT タイプ選 
択画面び表示されるので、切り替えたいタイプに応じたキー 
(圧!〜面）対甲します。 



















♦ 変数の数び異なる統計計算タイプに切り替えると、現在登録 
されている標本データびク U アされます。 

STAT タイプ選択画面で圧)〜因を巧すと、次のような画面 
び表示される場合びあります。 


Clear Memory? 

：=： :Ves 
CAC] : Cancel 


標本データをク U アして統計計算タイプを切り替えるには 
呂 （ Yes ) を、切り替えるのをやめるには画 Cancel ) を巧し 
ます。 

• 変数の数び同じ(二変数の)統計計算タイプの間での切り替 
えの場合は、標本データは保持されます。同じ標本データに 
基づいて、異なる回帰演算を実行する ことび 可能です。 


口標本データの入力について 
STAT エディタ画面を表示するには 

他の計算モードから STAT モードに入った場合は、 STAT タイプ 
選択画面で統計計算のタイプを選んだ時点で STAT エディタ画 
面び表示されます。 

すでに STAT モードに入っており、他の画面び表示されている場 
合は、画因丘] ( STAT ) 回 （Da ね)を巧します。 


STAT エディタ画面について 

STAT エディタ画面の1行び、1個 (1 組)の標本データを表します。 
現在選択されている統計計算タイプび一変数か、二変数かに応 
じて、 STAT エディタ画面の表示は次のようになります。 


STAT 回 STAT 


一変数の場合 二変数の場合 

FREQ (頻度)列の表示について 

セットアップの統計表示設定 (1 8ぺージ)は、初期設定では OFF 
になっています。これを ON に切り替えると、 STAT エディタ画面 
に FREQ 列び追加されます。 FREQ 列は " FREQ " というラベル名 
で表されます。 
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FREQ 列 



一変数の場合 二変数の場合 


♦ FREQ 列には、各行の標本データの頻度(同一標本データの 
データ数)を、数値で入力することびでさます。ある行の X 列 
(または Y 列)にデータを入力すると、その行の FREQ 列には初 
期値として1び自動的に入力されます。 


標本 データを 入力するには 

♦入力は、現在カーソルび表示されているセルに対して行うこ 
とびできます。カーソルの移動は、カーソル キーを 使って行 
います。 



カーソル 


♦ ライン 表示選択時の COMP モー ドでの入力と同じ要領で、数 
値や式の入力を行います。入力中の数値や式は、 STAT エディ 
夕画面下部の r 詳細情報ェ U ア」に左詰めで表示されます。 



詳細情報ェ U ア 


♦ 入力の途中(数値や式び詳細情報エ U アに左詰めで表示され 
ている状態)で画を巧すと、入力中の内容びク U アされま 
す。 

♦ 入力中の内容を確定するには、呂を巧します。確定と同時 
に、選択されていたセルに数値び表示されます(最大が行)。計 
算式を入力した場合は、計算結果び数値で入力されます。 
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♦ 二変数の場合、ある行の X 列または Y 列のどちらか片方への入 
力を確定すると、わう片方には初期値として自動的に0び入 
力されます。 

入力に関ずるごを意 


①入力可能な行数(標本データ数)は、現在選択されている統計 
計算タイプと、本機のセットアツプの r 統計表示設定」のが態 
によって次のように異なります。 


統計表示 
統計設定 
計算タイプ 

OFF 

( FREQ 列非表示） 

ON 

( FREQ 列表示） 

一変数 

80行 

40行 

二変数 

40行 

26行 


② 詳細情報エ U アへの表示は、常にライン表示形式となりま 
す。 

③ STAT エディタ画面では次の入力操作はできません。 

•画，丽 i ] 耐 （ M -) キーの操作 

. 変数メモ U —への数値登録操作 ( STO ) 

標本データの保持に関するご注意 

次の操作を行うと、 STATE - ドで入力した標本データはすべて 
消えてしまいますので、ご注意<ださい。 

♦ STATS — ドから他の計算モードに切り替えた場合 
•セツトアップで統計表示設定 tREQ 列の表示/非表示設定) 
を切り替えた場合 


口標本データの編集について 

STAT エディタ画面で入力した標本データに対して、次の編集操 
作び可能です。 

• 選択したセルの内容の上書さ 
• 行の削除 
• 行の挿入 

• 全データの 一括 削除 

編集時のカーソルの移動について 

編集を行ラ際には、編集対象のセルにカーソルを移動します。 
上下ち向への移動には®またはな)を、左ち方向への移動には 
® または®を使います。 
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入力済みのセル内のデータを上書きするには 

入力済みのセルへの上書さ操作は、基本的には標本データの初 
期入力時の操作と同じです。 

1 . STAT エディタ画面で、入力済み内容を変更したいセルに 
カーソルを移動します。 

2. 上書きしたい数値(または計算式)を入力し、因対甲します。 
•新たに入力した数値(または計算式)によって、力ーソル位 
置のセルの内容び上書さされます。 

ごを 意 

入力済みのセルに対する編集操作は、新規入力による上書さ操 
作のみび可能です。すでに入力済みの数値の一部を変更するこ 
とはでさません。 

特定の行を削除するには 

現在のカーソル位置の行全体を削除することびできます。 

1. STAT エディタ画面で、削除したい行のいずれかのセルに 
カーソルを移動します。 

2. 画を巧します。 

• カーソル位置の行全体び削除され、削除した行似降の行び 
順次繰り上びります。 


特定の位置に行を挿入するには 

現在のカーソル位置の手前に、行を挿入することびでさます。行 
の挿入は、次の手順で行います。 

1 . STAT エディタ画面で、行を挿入したい位置の直後の行のい 
ずれかのセルに、カーソルを移動します。 

2. 画固丘] ( STAT ) を巧して STAT メニューを表示し、团 （ Edit ) 
を巧します。 

• Edit サブメニューび表示されます。 


1: Ins 2: Del-fl 


3. 丘] ( Ins ) を巧します。 

• 行の挿入び実行され、 STAT エディタ画面に戻ります。 
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ごを 意 

すでに入力可能な行数いっぱいまで入力済みの場合は、行の挿 
入は実行されません。 

すべての標本データを一括削除するには 

STAT エディタ画面に入力したすベての標本データを、次の手順 
で一括して削除することびでさます。 

1. 画因丘] ( STAT ) を巧して STAT メニューを表示し、团 （ Edit ) 
を巧します。 

• Edit サブメニューび表示されます。 

2. 回 （ Del - A ) を巧します。 

• すべての標本データび削除されます。 

ごを 意 

行の挿入と標本データの一括削除の操作は、 STAT エディタ画面 
び表示されている状態でのみ実行び可能です。 

口 STAT 演算画面について 

STAT 演算画面は、 STAT エディタ画面を使って入力したデータ 
に基づく各種の演算を実行する際に利用します。 

STAT エディタ画面で画を巧すと、 STAT 演算画面に切り替わり 
ます。 


0 


STAT 演算画面を使った統計計算について 

画因丘] ( STAT ) を巧すと表示される STAT メニューから、現在選 
択されている統計計算のタイプ (82 ページ)に応じたコマンドを 
STAT 演算画面に呼び出し、演算を実行することびでさます。 
♦入カデータ個数や、選択した統計計算の種類によっては、統 
計計算に時間びかかることびあります。 


STAT 演算画面で可能なその他の操作について 

基本的に COMP モード時と同様の、四則演算や関数計算などの 
操作び可能です。ただし次の機能は無効となります。 
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• 複数の計算履歴の記憶 
• カルク機能 
• ソルブ機能 

• 一部の関数計算(微分、積分など） 

•マルチステートメントの入力 

また、セットアップの表示形式設定にかかわらず、常にライン表 
示形式となります。 

□ STAT メニューについて 

STAT エディタ画面または STAT 演算画面で画因丘] ( STAT ) を巧 
すと 、 STAT メニューび表示されます。 

STAT メニューの内容は、現在選択されている統計計算のタイプ 
(82 ぺージ)び一変数か、二変数かによって、メニュー項目び異な 
ります。 


一変数の場合 二変数の場合 

参メニューの表示中に画因田 （ STAT ) を巧すと、メニュー表示 
前の画面に戻ります。 

共通のメニュー項目 



メニュー名 

説明 

圧1 Type 

STAT タイプ選択画面を表示します。 

回 Data 

STAT エディタ画面を表示します。 

团 Edit 

STAT エディタに対する編集を行うための Edit 
サブメニューを表示します。 

团 Sum 

各種の総和をまめるコマンドを含む Sum サブ 
メ —ューを表术します。 

回 Var 

平均や標準儒差などをまめるコマンドを含む 
Var サブメニューを表示します。 

固 MinMax 

最大値/最小値を求めるコマンドを含む 
MinMax サブメニューを表示します。 
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参 团 Sum , 回 Van 固 MinMax の各ヴブメニューに含まれるコ 
マンドについて詳しくは、 r 一変数統計演算」(下記)および「回 
帰演算(二変数統計演算)」 (93 ページ)の該当項目を参照して 
<ださい。 


一変数時のメニュー項目 


メニュー名 

説明 

臣 I Distr 

正規分布演算を実行するコマンドを含む Distr 
サブメニューを表示します。 


二変数時のメニュー項目 


メニュー名 

説明 

回 Reg 

回帰演算を実行するコマンドを含む Reg サブ 
メ —ユーを表术します。 


ごミ主意 

対数回帰演算、 e 指数回帰演算、 a わ指数回帰演算、およびべき乗回 
帰演算の選択時は、標本データの入力数び多くなると、 Reg サブ 
メニューに含まれるコマンドの演算に時間びかかります。 

■一変数統計演算 


em ( STAT ) 圧! ( Type ) 田 (1- VAR ) 


□総和 ( Sum サブメニュ ー) 


[sHiFT] 圧) ( STAT ) 旺 I ( Sum ) 


£: Ex 

田む 2 標本の2乗和を求めます。 

回 左 C 標本の総和を求めます。 

口 標本数/平均/標準偏差 ( Var サブメニュー） 

画^の ( STAT ) 回 ( Var ) 

1 : n 

3: xtfn 

2 ：x 

4: X ピ n -1 
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の。 

標本数をホめます。 

回ぶ 

平均をまめます。 


ぶ =を 

A n 

国ぶ (Jn 

母標準偏差を求めます。 


麻-- 户 X; が 

[4]xan-1 

標本標準儒差をまめます。 

版 1=J 乙い-ザ 


口最大値/最小値 ( MinMax サブメニュ ー） 


画^ 圧) (STAT) 固 (MinMax) 




丘] minX 標本の最ル値をまめます。 
回 maxX 標本の最大値を求めます。 


口正規分布演算 （ Distr サブメニュ ー） 

標準正規分布の分布確率を計算でさます。標準化変量りま 、 STAT 
エディタ画面で入力したデータから得られる平均値な)と母標 
準備差値 ixon ) を用いて、算出します。 



l:P( 

2 ： Q( 

@[D(STAT) 回 (Distr) 

3:R( 

4 ： 


圧 | P ( 回 Q ( 团 R ( 团 

下図のグレー部分の分布確率 P (り， Q (り， R (りの3種類を算出する 
ことびでさます。 

標準正規分巧 



かで 


XOn 
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口一変数統計演算の例題 

( WT ) 一変数統計演算を選択して次のデータを入力する。 


X 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

9 

10 

度数 ( FREQ ) 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

3 

4 

2 

1 


入力したデータに対して、標本の2乗和と総和をまめる。 

IshIft] [mode] 受> 匹) ( STAT ) 圧) ( ON ) (H) 团 ( STAT ) 

圧 1(1- VAR ) 

面目の目回目 
回目の目回目固目 
回目图目の面目 


度)み度)回呂度)回呂回 
目回目团目の目回目 


画極3圧) ( STAT ) 居] ( Sum ) 


圧!脚 2 )呂 


@ 圧) ( STAT ) 面 ( Sum ) 
回(む)呂 


( MD 例1で入力したデータの標本数、平均、母標準儒差を求め 
る。 


IshIft] m ( STAT ) ( Tl ( Var ) 


圧) ( n ) 呂 


l:n 2 ：x 
3: X ピ n 4: X ピ n-i 


20 


iJj 

囚 

N 

I 

STAT 

i" i 

a 

I 

1 


£: Ex 

STAT 

な 2 

回 

G72 

STAT 

な 

回 

102 
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画 ^ の (STAT) 回 (Var) 
回け)呂 


画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Var) 

团(ぶ ( J 打)目 


(13) 例1で入力したデータの最ル値、最大値をまめる。 


画 ^ 圧 ) (STAT) 固 (MinMax) 


圧 ) (minX ) 呂 


画 ^ 圧 ) (STAT) 固 (MinMax) 
回 (maxX ) 日 


1: minK 

£: maxK 


STAT 

minX 

囚 

0 


STAT 

maiX 

囚 

10 


王 tfn 

2 ■巧 433 日 4 の 


(13) 例1で入力したデータを標準正規分布近似するとさ、乂= 
3 のとさの標準化変量の値於下の分布確率、 X = 7 のとさ 
の標準化変量の値上の分布確率をまめる。 


画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Distr) 


圧 ) (P () 国 @CII(STAT) 
回 (DistO 旺 |( ► り区)呂 


画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Distr) 
团 (R() 回画 ^ 圧 I (STAT) 
回 (Dish) 匹)(►り囚呂 


3 ： R( 

mi 


STAT 

PC3 け） 

囚 

0.22296 


STAT 

RC7 け） 

囚 

0.24521 
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■ 回帰演算(二変数統計演算) 
口一次回帰演算 


次の理論式による回帰を実行します。 

y=A+BX 

総和 (Sum サブメニュ ー ) 


@ 圧 ) (STAT) 居 ] (Sum) 


田左ド標本の X データの2乗和を求めます。 

回 Ik 標本の X データの総和をまめます。 

国み 2 標本の Y データの2乗和を求めます。 

田み標本の Y データの総和をまめます。 

回左ぴ標本の X データと Y データの積和をまめます。 

固左片標本の X データの3乗和を求めます。 

回む 2 ； y 標本の {X データの2乗 XY データ}の総和を求めます。 
面む 4 標本の X データの4乗和を求めます。 

標本数/平巧/標準偏差 ( Var ヴブメニュ ー) 


@[II(STAT) 回 (Var) 


田な 標本数を求めます。 

回ぶ 標本の X データの平均をまめます。 

ぶ= を 
A n 

固ぶ CT な標本の X データの母標準偏差を求めます。 

乙い一ぶ )2 
n 


xGn - 


因 田 ( STAT ) 圧) ( Type ) 回 ( A + BX ) 


1 

ごが 

2 

EX 

3 

む £ 

4 

Sy 

己 

Exy 

6 


7 

ご王 

S 
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SxGn-l 標本の X データの標本標準儒差を求めます。 

ぶ。な_1= 严-ザ 

回歹 標本の Y データの平均をまめます。 

夕=孕 

{ Eyon 標本の Y データの母標準偏差をまめます。 

[ 7 ] yOn -^ 標本の Y データの標本標準偏差をまめます。 

最大値/最ル値 ( MinMax ヴブメニュ ー） 


画 ^ 圧 ) (STAT) 固 (MinMax) 


丘] minx 標本のXデータの最ル値を求めます。 
回 maxX 標本のXデータの最大値を求めます。 
团 minY 標本の Y データの最小値を求めます。 
团 maxY 標本の Y データの最大値を求めます。 

回帰演算 ( Reg サブメニュ ー) 


IshIft ] 圧) (STAT) 回 (Reg) 


田 A 回帰係数の定数項 A をまめます。 

4 - み - B ぶ乂 
— n 

回 B 回帰係数 B を求めます。 

お _ n-Zxy - Lx-Ly 

な•玄 X 2 -にが 


1: minK 

£: maxK 

3: minV 

4: maxV 


。む 
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团 r 


团ぶ 


回夕 


相関係数 r をホめます。 

_ 巧.ム xy - む:.み； 

V "{巧•么义2 -(己ぶ)2いの.么 y 2 _じ峡 )2} 
X 推定値を求めます。 

を-^^ 

B 

: y 推定値を求めます。 

夕 = A +执 C 


QD 


X 


1.0 

1.0 

1.2 

1.1 

1.5 

1.2 

1.6 

1.3 

1.9 

1.4 

2.1 

1.5 

2.4 

1.6 

2.5 

1.7 

2.7 

1.8 

3.0 

2.0 


左記データを一次回帰して回帰式およ 
び相関係数を求める。 

また、回帰式より乂=2および}; = -3のと 
さの夕かの推定値)、ぶ( X の推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 


画 ^ 画 ) 定 ) 面 (STAT) 回 (OFF) 

[mode] (TKSTAT) 5 


… -VflR 2 
3:_+GK£ 4 
- 6 
f \ •が亡 3 


R + E ?^ 

in K 

A - 


回 (A+BX) 圧)呂 


STAT 


の□回日の□回目 
の □ 固目の □ 图目 
回 □ の目回□面目 
回 □ 回目回 □ 回目 
团呂 


圧!呂 


iJd 

回 

r^i 


STAT 

i ' i：i 

白 

0 
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画画^ 圧) (STAT) 回 (Reg) 


圧! (A) 呂 


IshIft] 丘] (STAT) 回 (Reg) 
回 (B) 呂 


IshIft] 圧) (STAT) 回 (Reg) 
团 (r) 呂 

y = -3 のとさぶは？ 

回国極 3 圧) (STAT) 回 (Reg) 
旺 I が)呂 

JC 二2のとき夕は？ 

回画^ 圧) (STAT) 回 (Reg) 
回け)曰 

口二次回帰演算 


0.5043507005 


0.4002217103 


0.9952024046 


-3S 


- 7.の？3?の0日 


冷 


1.464002217 


@ の ( STAT ) 圧! ( Type ) 团 L + CX ^) 


次の理論式による回帰を実行します。 

♦ 総和 ( Sum ヴブメニュー)、標本数/平均/標準儒差 ( Var サブ 
メニュー)、最大値/最小値 ( MinMax サブメニュ ー) について 
は、 r - 次回帰演算」 （93 ページ)と同様です。 




日曰因因曰 
回の固面回 

冒冒 

田ののの 

冒冒 

田团回回 

冒冒 

田ののの 
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回帰演算 (Reg サブメニュー) 


IshIft] 丘] (STAT) 回 (Reg) 


田 A 回帰係数の定数項 A を求めます。 

n \ なノ \ n / 

回 B 回帰係数の一次係数 B を求めます。 

S が. Sx 2 x 2 - Sx 2 ; y . Sxx 2 
SxX ' Sx ^ x ^- 做が 

团 c 回帰係数の二次係数 c を求めます。 

S が . S:o：2 

Sxx'Sx^x^- (Sxv: う2 

ただし、 

み；^ =化些 
的=玄が-巧ぶ.み) 

みぶ 2 =弘- 似.む 2 ) 

献：2 =於些^ 

み 23 ；=左み-に y 2 •み） 

田ぶ1 ぶ1推定値を求めます。 

A — B + V お 2 — 4 C(A — 

2 C 

回ぶ 2 ぶ 2 推定値を求めます。 

. -が - V が- 4 CG 4 -が 

2 C 

固夕 ： y 推定値をまめます。 

ク= A +公ぶ+ C 乂 2 


。む 

£ 

円 G た 
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A 

STAT 囚 

0.?0の日3%3日 


E 

STAT 回 

0.2 のの日 43 の 


C 

I 

STAT 囚 

0.05610274153 


3 Si 

STAT 田 

4.502211457 


3^2 

STAT 囚 

-3. 034472日の 


2 古 

STAT 囚 

1.442547706 


QD 95 ぺージ(一次回帰演算の例題)で入力したデータを二;欠 
回帰して、回帰式を求める。 

また、回帰式より x = 2 および； y = 3 のときの》かの推定 
値)、ぶ1 ( X 1 の推定値)、た ( X 2 の推定値)をそれぞれ推定す 
る。 


画画^ 丘] (STAT) 回 (Reg) 


圧 ! (A ) 呂 


IshIft] 丘] (STAT) 回 (Reg) 
回 (B) 呂 


IshIft] 圧) (STAT) 回 (Reg) 
团 (C ) 呂 


； V=3 のとさぶ1は？ 

团画^ 圧) (STAT) 回 (Reg) 
旺 |(ぶ 1 ) 呂 


y =3 のときおは？ 

团画^ 圧) (STAT) 回 (Reg) 
回(お)曰 


ス=2のとき》は？ 

回画^ 圧) (STAT) 回 (Reg) 
固け)曰 


口対数回帰演算 

em (STAT) 丘 ] (Type) 团 (In X) 

次の理論式による回帰を実行します。 

y = A + BlnX 


。む h 

£ 

円 G た 
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♦ すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

み - B-Elru ： 

A=— - 

n 

B _ な . 玄 (In か - 'Zlnx-'Zy 
巧 . 2Xln が - 佐 1 が 2 
_ n -IXln; な y _ Slru ： • 乙 ； y 

Vi な . 玄 ( 虹 # - に lnjc)2}{n. 乙 /- (Lyf} 

y-A 

え = e B 
V = A + Bhvc 


左記データを対数回帰して回帰式および相 
関係数を求める。 

また、回帰式より 乂 =80 および； y =73 のとき 
の夕かの推定値)、ぶ( X の推定値)をそれぞれ 
推定する。 


QD 


X 

: y 

29 

1.6 

50 

23.5 

74 

38.0 

103 

46.4 

118 

48.9 


@ 画 居] ( STAT ) 回 ( OFF)(H 团 ( STAT ) 旺| (In X ) 


回凹日回の日。の目 
のの回目のの面目 


@み圧!曰固呂 
回团 LiJ 间目 
团面目の固□の目 
の面 E ] 图目 

画画^ 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧 1( A ) 呂 


IshIft] 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 呂 


STAT 



囚 


V 


目 


4iil 


STAT 囚 

P 

-111.1203976 


STAT 囚 

E 

34.0201475 
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IshIft] 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
团 (r ) 因 


义 =80 のとき夕は？ 

国匹 ] 画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回け)曰 


； V=73 のとさぶは？ 

回团画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
旺1(ぶ)因 


STAT 囚 

广 

0.99401394GG 

STAT 囚 

如さ 

37.94379432 

STAT 回 

73 を 

224.1 日 41313 


□6 指数回帰演算 

極 3 圧 ) (STAT) 圧 ! (Type) 回 (e^X) 


次の理論式による回帰を実行します。 

y = A だ脱 


♦ すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

A = exp Flny - B ^ | 

P _ n-IjclnJ - ふ . ム my 
なぷ乂 2 -似)2 

_ n .21 組び - 2jc ぶ Iny 

みれ心2- ( Ij (：)2} {なぶ ( Iny ) を一(艺 ln ; y )2} 

へ _ Inv -InA 

ぶ =^ B ^ 

夕 = Ae 化 


QD 


X 

y 

6.9 

21.4 

12.9 

15.7 

19.8 

12.1 

26.7 

8.5 

35.1 

5.2 


左記データを e 指数回帰して回帰式および 
相関係数を求める。 

また、回帰式より乂=16 および； y =20のとき 
の夕かの推定値)、ぶ( X の推定値)をそれぞれ 
推定する。 
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IsHiFT] 画 ) 定)面 (STAT) 回 (OFF) 画 ) 团 (STAT) 回 (e^X) 

固 E ] 图目の回 E ] 图回 
の图 □ 面目 
回固 □ 回目 
团回□の目 

@み回の曰旺 I 呂 
の回 LlI 。目 
の回□の目国 □ 回目 
回曰回呂 


画画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
圧 ! (A ) 呂 


IshIft] 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回 (B ) 呂 


IshIft] 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
团 (r ) 呂 


ぶ=16のときがま？ 

圧 ) 固画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回け)曰 


y =20 のとさぶは？ 

回匹 ) 画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
面が)曰 



A 


30. 4の日の43 


-0.04 の0370日31 


-0.997247352 

STAT 囚 

1 G ; 

13.37915739 

STAT 回 

20去 

日.日？がの04? 


□なろ指数回帰演算 

(wt) 圧 ! (STAT) 圧 ! (Type) 固 (A-B^X) 

次の理論式による回帰を実行します。 

y = A が 

参すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 
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演算式は次の通りです。 

^ Elnj - InB-Zxj 

/ n -Ijclny - Ijc -Elnv \ 


A = exp I 
B = exp 


な . Sx2-(Ik)2 / 

n -Ijclnj - Ijc ぷ Iny 


一一 (ijc)2}{n.2Xln;y)2 — (Einj/} 


Iny - InA 
ln5 
: A が 


左記データを幻 わ 指数回帰して回帰式およ 
び相関係数をまめる。 

また、回帰式より乂=15および； y =1.02 の 
とさの夕かの推定値)、ぶ (X の推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 

@ 画 @ 应 ) (STAT) 回 (OFF) H 团 (STAT) 固 (A*B^X) 


QD 


X 


-1 

0.24 

3 

4 

5 

16.2 

10 

513 


凹山日团目凹日 
の面目 


(5) お凶 □ 回山日の目 
の固 (Zl 回目回の团目 


画画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
圧 1(A ) 呂 


IshIft] 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回 (B ) 呂 



A 

0.4000 GGG 4 


亡 

2. 00?433344 
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IshIft] 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
团 (r ) 呂 


ス=15のとき》は？ 

圧 ) 回画 ^ 丘 ] (STAT) 回 (Reg) 
回け)曰 

y =1.02 のときぶは？ 

圧 ) 曰匹 ] 回 H 圧 ) (STAT) 
回 (Reg) のが)呂 


0.9999373552 

STAT 囚 

1日； 

1 G 944. 22002 

STAT 回 

1.055357065 


口べき乗回帰演算 

厕丘 ] (STAT) 丘 ] (Type) 回 (AOC^B) 


次の理論式による回帰を実行します。 

} ； =A が 

♦ すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 


r _ 巧 . ム 1 がが _ Elruc-Elnj 

n-lL{\wcf- (Xliix)2 
_ n -ElruclnJ - lAwc -Slnj 

作な . IXln 乂 )2 - (Eln 乂 )2} { な么 (ln;y)2 - (Eln}；)^} 

In y -In A 

x= e B 


exp 产吵 - "B ぶ叫 


夕 = 

QD 

左記データをベさ乗回帰して回帰式および 
相関係数を求める。 

また、回帰式よりぶ=40および： y = 1000の 
とさの夕かの推定値)、が X の推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 

-103 - 


X 


28 

2410 

30 

3033 

33 

3895 

35 

4491 

38 

5717 




















画画^ 丘] ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧 1( A ) 呂 


IshIft] 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 呂 


IshIft] 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 ( r ) 呂 


ぶ=40のとき》は？ 

匹)匹)画^圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回け)曰 


: y = 1000のときぶは？ 

圧!匹)匹)匹) H 圧) ( STAT ) 
回 ( Reg ) のが)呂 


口逆数回帰演算 


次の理論式による回帰を実行します。 


♦ すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (93 
ページ)と同様です。 


[shift] fioDElC^m ( STAT ) 回 ( OFF ) pll 团 ( STAT ) 囚 (A ベ ^B) 


回国日国の目团团日 
团回目团面目 


Ull 


em ( STAT ) 圧! ( Type ) 面 (1 / X ) 


r 記凹 


A 

0.2300010605 


2.7710 GG 150 


0.99390 G 2551 

STAT 田 

4お 

e 日日？.の4日の 

1000¥ 

20.26225 G 01 


目冒曰目 

函团回の回 
田团图图田 
面の面の回 
回团团の回 
® 

@ 
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演算式は次の通りです。 

、 み-6.玄で1 
n 

Sxx 

Sx\ 

r= - - 

が xx.Syy 


Sxx = ぶ - 1)2 -— 



Sxy = がか -^ 


x = 


B 

口 



X 


左記データを逆数回帰して回帰式および相 
関係数をまめる。 

また、回帰式より乂 =3.5 および： y = 15 のと 
さの夕かの推定値)、がぶの推定値)をそれぞ 
れ推定する。 


@ 画 面 ( STAT ) 回 ( OFF ) H 团 ( STAT ) 国 (1 / X ) 

の □ の目回日の目 
回□国目の目 
面 □ 图目 


受> み圧)面曰团呂 
图 LiJLZ ] 目固 LiJ 曲目 
の□国目の□の目 


扯。 b| 

I 

STAT 回 

り I K y| Vs 

胃 I 叫一 I 

I 


QD 


X 


1.1 

18.3 

2.1 

9.7 

2.9 

6.8 

4.0 

4.9 

4.9 

4.1 
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画画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
圧 ! (A ) 呂 


IshIft] 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回 (B ) 呂 


IshIft] 丘 ] (STAT) 回 (Reg) 
团 (r ) 呂 


ス=3. 5 のとき》は？ 

团曰回 H 圧 ) (STAT) 
回 (Reg) 回け)呂 

; y =15 のとさぶは？ 

丘 ] 回画 ^ 丘 ] (STAT) 回 (Reg) 
居 ] が)曰 


A 

-0.093440 G 1017 


の. 2の 03711 


0.999352 G 953 

STAT 回 

3■日； 

日.巧？1日日日日？ 

STAT 田 

做 

1.342775150 
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進計算 


(BASE-N) 


2進、8進、10進、16進数を用いた四則演算、負数計算、論理演算び 
実行でさます。 

本節での計算を行う際には、計算モード (1 5ページ参照)と 
して BASE - N モード（極 E 面） を選択してください。 


■ W 進計算の概要 

口基数の設定について 

2進、8進、10進、16進のいずれかを、計算の基数として選択でさま 
す。基数の設定には次の各キーを使います。 

♦ 本節では各キーち上の緑色の文字でキーを表記します。 


DEC HEX BIN 

图凹画 


OCT 

画 


キー 

選択される基数 

画面上の基数表示 

画 

10進 

Dec 

画 

16進 

Hex 

画） 

2進 

Bin 

画 

8進 

Oct 


123 

Bin 

日日日日日日日日日日日日日日日日 


—基数設定表示 


• BASE - N モードに入った時点では、前回の設定にかかわらず、 
基数は10進に設定されます。 


数値の入力と計算例 

BASE - N モードでは、現在の基数設定に従って数値び入力されま 
す。 


CmT ) 2進法で12十12を計算する 

画画ののの目 


1+1 

Bin 

0000000000000010 
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( H ) 8 進法で 78 十 18 を計算する 


画画回田の目 


7+1 


Oct 

00000000010 


•有効でない数値入力(基数設定で2進を選択している状態で 
の2の入力など)は、 Syn ね X ERROR となります。 

♦ BASE - N モードでは、ノ」\数や指数部の入力はできません。ま 
た、演算結果びル数となる場合は、ル数部は切り捨てられま 
す。 

16進法での数値の入力と計算例 

16進法で数値を入力する際に必要な A ， B ， C ， D ， E ， F は、次の各 
キーで入力します。 

「Ai 「Bi 「Ci 「Di E F 

(O 励 ( ii 3 画 

(例 )16 進法で 1 F 16+116 を計算する 



1 F +1 

▲ 

画画の因のの目 

He 王 



000000己自 


計算結果を《進法で表示ずるには 

計算結果は、常に現在の基数設定に従って表示されます。このた 
め、基数設定を変更することで、現在表示されている計算結果を 
2進、8進、10進、16進の間で切り替えることびでさます。 

QD 10進数の3010を2進、8進、16進に変換する 


画幽团面目 


画 


画 


30 




30 

Bin 

0000000000011110 


30 


Oct 

00000000036 
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画 

30 

▲ 

He 王 



000000 1 E 


□ w 進計算メニューについて 

BASE - N モードの選択時には、な進計算メニューび利用可能で 
す。 n 進計算メニューは、画因团 ( BASE ) を巧すと表示されます。 
画面は次の2画面びあり、度)または®対甲して切り替えます。 


▼ 


▲ 

1: and 2: or 


l:d 2：h 

3:xor 4:xnor 


3:b 4：D 

己 ： Not 6 ： Ne3 

和 






1画面目 2画面目 


1画面目は、論理演算子の入力に使います。 

2画面目は、入力する数値の基数指定に使います。 


♦使いちについては於降の操作例を参照してください。 

口演算の有効節囲について 

基数に応じて、次の範囲での演算び可能です。 


基数 

有効轟囲 

2 進 

正： 0000000000000000^ぶ^0111111111111111 

負：1000000000000000書ぶ^ 1111111111111111 

8 進 

正. 00000000000書ぶ^ 17777777777 
負： 2000000000037777777777 

10 進 

-21 47483648 ^ x ^2^ 47483647 

16進 

正： 00000000書; C 書 7 FFFFFFF 
負： 80000000 ^ x^FFFFFFFF 


♦ 2進数の場合のみ、演算でさる範囲び狭くなります (2 進数の 
場合は16ビット、その他の場合は32ビット)。 

♦ 計算結果び上記の有効範囲を超えた場合は 、 Math ERROR と 
なります。 
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■入力時の畐数指定 

BASE - N モードでは、現在の基数設定とは無関側こ、数値の入力 
時に個別に基数を指定することわ可能です。 

口入力時に基数を指定するには 

な進計算メニュー(109ぺージ)の2画面目を使います。 

例えば10進数で3を入力するには、次のように操作します。 

画画团 (BASE) 

@ 圧|州回 _ 

次に続く数値び10進数であることを表す 

口数値ごとに基数を指定した計算例 

QD 510十516の計算結果を 2 進数で得る 

岡咖 IshIft] 团 (BASE) 

度 ) 圧!州回曲 
IshIft] 团 (BASE) 

度 ) 回 (h ) 回呂 

♦計算結果は、常に現在の基数設定に従って表示されます。 

■負数計算および論理演算 

負数計算および論理演算び実行可能です。 

♦ 2進、8進、16進では、負数は2進数表記で2の補数をとった数値 
を、元のな進表記に戻して使います。 

10進では、負数には負符号を表示します。 

• 本節での例題は、すべて基数設定を2進にした場合で説明し 
ます。 

口論理積 ( and ) 

ビットごとの論理積をとった結果を返します。 

QD 1 0102 and 110 〇 2=10002 

圧 ) 匹 ) 圧 ) 匹 ) B 团 (BASE) 

圧 ) (and) 圧 ) 圧)面面目 


1日1日 andll 日日 

Bin 

0000000000001000 


d 日 +h 日 

Bin 

日日日日日日日日日日日日1日1日 
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口論理和 ( or ) 

ビットごとの論理和をとった結果を返します。 

QD 101120 r 110102=110112 

圧)匹)圧)圧) B 团 ( BASE ) 

回い r 個の面の面目 

口排他的論理和 ( xor ) 

ビットごとの排他的論理和をとった結果を返します。 

QD 10102 xor 11002=1102 

圧)匹)圧)匹) B 团 ( BASE ) 

团い or ) のの面面因 


口排他的論理和の否定 ( xnor ) 

ビットごとの排他的論理和の否定をとった結果を返します。 

QD 11112 xnor 1012 =1111111111 11012 

圧!圧!圧!圧) B 团 ( BASE ) 

風 xnor 個のの目 


1111王 norl 日1 

Bin 

1111111111110101 


1日1日王〇广11日日 

Bin 

0000000000000110 


1日 llOrll 日1日 

Bin 

0000000000011011 


口否定 ( Not ) 

ビット反転した結果を返します。 

QD Not ( l 0102) =11111111111101012 

IshIft] 团 (base) 

回 ( Not ) 圧)匹)圧)匹)囚呂 


口負数 ( Neg ) 

2の補数をとつた結果を返します。 

QD Neg ( l 0110 l 2) =11111111110100112 

IshIft] 团 ( BASE ) 固 ( Neg ) 

の面のの面の回目 


Heg ( l 日11日 1) 

Bin 

1111111111010011 


Hotel 日1日） 

Bin 

1111111111110101 
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方程式計算 ( EQN ) 


本節での計算を行う際には、計算モード (1 5ぺージ参照)と 
して EQN モード（極 E 回） を選択してください。 


■ 方程式計算の概要(操作の流れ) 


はじめに、本機を使った方程式計算の大まかな操作の流れを説 
明します。ここでは、次の2元連立1次方程式の解をまめる場合 
で、操作手順を例示します。 

表示形式は r 自然表示」に設定します。 

X 十 0.5 Y =3 
2 X 十 3 Y =4 

1. [mode] m ( EQN ) を巧します。 

• 次のような EQN タイプ選択画面び 初期表示されます。 


1: anK+bnV=Gn 
2 ： anK+bnV+Gn2=dn 
3：お £+ bK + G =0 
4 ： aK3+bK£+GK+d=0 


この画面では、方程式計算のタイプを選択でさます。 

2. ここでは丘] (anX 十 bnY = Cn ) を巧して、2元連立1次方程式を 
選択します。 

• 次のような 係数エディタ画面び 表示されます。 



この画面では、方程式の係数を入力することびでさます。 
3. 方程式の係数を入力します。 

の目面□回目回目回目回目の目 

I X +0.5 Y =3 l 
I 2 X +3 Y =4 I 
の連立方程式を表す 


囚 Math 

i b 。 •山] 

4 
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4. 解を表示するには、因を巧します。 

• X の解び表示されます (EQN 解画面)。 

囚 MathT 

X= 

7 

_ 2 

• な) または¢5)を巧すことで、 X の解と Y の解の間で表示を切 
り替えることびでさます。 


Y= 


♦ 解の表示中に画を巧すと係数エディタ画面に戻ります。 

♦ 手順4で因を巧して X の解を表示した後、再度因を巧して 
わ、 Y の解を表示でさます。また、 Y の解の表示中に因を巧す 
と、係数エディタ画面に戻ります。 


■ 方程式計算のタイプについて 

本機では次のタイプの方程式計算び可能です。 


キー 

選択画面表示 

方程式タイプ 

圧！ 

anX + bnY = Cn 

2 元連立 1 次方程式 

回 

3 .nX 4- bnY + CnZ = dn 

3元連立1次方程式 

国 

aX 2 + bX + c = 0 

2次方程式 

团 

aX 3 + bX 2 + cX + d = 0 

3次方程式 


♦選択したいタイプに対応するキー（田〜面）を巧します。 

口方程式計算のタイプを切り替えるには 

EQN モードの利用中に方程式のタイプを変更したい場合は、 
应§回 （ EQN ) を巧して EQN モードに入り直しすことで 、 EQN 
タイプ選択画面を表示します。この操作を行うと、係数エディタ 
画面に入力されていた値はすべてク U アされます。 
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■係数の入力について 


方程式の係数の入力には、係数エディタを使います。係数エディ 
夕画面には、選択されている方程式のタイプに応じて、必要なだ 
けの入カエ U ア(セル)び表示されます。 


田 Math 

己 L D D dJ 

0 


田 Math 

j b C 

□ □ 

己 □ □ □ 

31 U U U 

0 

2 元連立 1 次方程式 

3 元連立 1 次方程式 

ム レの。 T。] 


回 Math 

j b C 

Hn □ □ 

0 


0 


2次方程式 3次方程式 


口係数を入力/編集するには 

♦入力は、現在力ーソルび表示されているセルに対して行うこ 
とびでさます。 

♦ 3元連立1次方程式および3次方程式を選択した場合、係数エ 
ディタ画面を表示した時点では d の列は見えませんび、カー 
ソルで移動することびでさます。 

♦ ライン 表示選択時の COMP モー ドでの入力と同じ要領で、数 
値や式の入力を行います。入力中の数値や式は、係数エディ 
夕画面下部の r 詳細情報エ U ア」に左詰めで表示されます。 

♦ 入力の途中(数値や式び詳細情報エ U アに左詰めで表示され 
ている状態)で画を巧すと、入力中の内容びク U アされま 
す。 

♦ 入力中の内容を確定するには、呂を巧します。確定と同時 
に、選択されていたセルに数値び表示されます(最大が行)。計 
算式を入力した場合は、計算結果び数値で入力されます。 

♦入力済みの数値や式を変更するには、カーソルキーを使って 
変更したいセルに力ーソルを移動し、入力し直します。 

口すべての係数を0に戻すには 

入力の途中(詳細情報エ U アに数値びち詰めで表示されている 

状態)で画を巧すと、すべての係数び 0 に U セツトされます。 
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rh 


画 




Math 


□入力に関するごま意 

係数エディタ画面でのを意点は、 STAT エディタ画面の場合とほ 
ぼ同様です。85ページの r 入力に関するご注意」の②、③を参照 
して < ださい。 


■解の表示について 

係数エディタ画面で係数の入力を確定した状態(詳細情報エリ 
アに数値びち詰めで表示されている状獻で呂を巧すと、ち程 
式の解び表示されます。 


回 MalhV 

Xi = 


囚 Math A 

X 2= 

-1+1. 414213日の i 


-1-1. 414213日の i 


解の表示画面例 


♦ 解の表示中は、因を巧すごとに次の解の表示に切り替わり 
ます。最後の解び表示された後で呂を巧すと、係数エディタ 
画面に戻ります。 

♦ 連立1次方程式の場合は、度)または®を巧すことで、 X ， Y (お 
よび Z ) の解の間で表示を切り替えることびでさます。 

• 2次または3次ち程式で、複数の解びある場合は、®または 
みを巧すことで、 X 1, X 2, X3( 解の個数はち程式による)の間 
で表示を切り替えることびでさます。 

♦解の表示中に画を巧すと、係数エディタ画面に戻ります。 

• 解の表示形式は、セットアップの r 表示形式設定」と r 複素数表 
示設定」に従います。 

♦ 方程式の解表示中は、 ENG 表示変換機能は使えません。 
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■方程式計算の例題 


(13) I 

[math I 


X 十 2Y=3 

2X 十 3Y=4 を解く 


[mode] (TKEQN) 


の ( anX + bnY = Cn ) 


のお凶日回目 
回目回目の目 


因 




1： 

2： 

3 ： 


i b c ， 
己 L D D dJ 

0 


回 Math 

r j b Cl 

主 [ 主 IW ] 


x= 



Y= 


I MATH I 


CM2) X2 十 2X+3 = 0 を解く 

[mode] (TKEQN) 

团 (aX 2 +bX+c=0) 

の目回目回目 


1: anK + bnV=Gn 
2 ： anK+bnV+GnZ=dn 
3: お £+bK+G=0 
4:aK3+bK£+GK+d=0 




[j I 

回 Math 


3 
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曰 


曰 


rX-Y 十 Z=2 

(Ms) X 十 Y-Z =0 

[_X+Y+Z=4 をち军 < 

[math] 

[mode] (TKEQN) 


回 (anX+bnY+CnZ=dn) 


Xi= 

-1+1.414 213562 i 

回 Math ▲ 

X2= 

-1-1. 414213日の i 


1 : anK+bnV=Gn 
2 ： anK+bnV+GnZ=dn 
3: お £+bK+G=0 
4:aK3+bK£+GK+d=0 


rh 


□ 

D 

□ 

D 

□ 

□ 

0 


Math 

山 ] 


x= 


Y= 


Z= 


目曰冒 曰 @ @ 

田のの面 
日因回曰 
田の曰の 
回因の曰 
因回曰の 
田の 
回 


-117- 


















I MATH I 


( g 互) X 3-2 X 2- X +2 = 0 を解く 
[mode] ( TKEQN ) 

匹) ( aX 3 + bX 2 + cX + d =0) 


のお凹回目 
回山目回目 


1: anK+bnV=Gn 
2 ： anK+bnV+GnZ=dn 
3:お £+ bK + G =0 
4:aK3+bK£+GK+d=0 


回 Math 
b C 

□ □ 


Math 


曰 






Xi= 


X2= 


X 3= 


(MD X 2-4 X 十 4 = 0 を解く 

I MATH I 

[mode] 回 ( EQN ) 团 ( aX 2 + bX + c =0) 


曰 


x= 


回 Math 

b D c D] 




回 Math 

b こ 

の目回面目の目 

[ I 

-リ 

4 
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関数式か目の数値テーブル生ぶ 


本節での計算を行う際には、計算モード (1 5ぺージ参照)と 
して TABLE モード（極§固）を選択してください。 


■数値テーブル生成の概要(操作の流れ） 

ここでは、次の関数式と、ぶの開始値/終了値/ステップ値指定 
に基づく数値テーブルを生成する場合で、操作手順を例示しま 
す。 


関数式 

■ fix )-- 

が+去 

開始値 

:1 

終了値 
ステップ値 

: 5 

:1 



♦ 次の操作手順は、セットアップの表示形式設定 (16 ページ)び 
「ライン表示」の場合で説明します。 

1 . 極§固 （ TABLE ) を巧します。 

• 次のような関数式エディタ画面び初期表示されます。 


じけ )=1 一 _ I 

この画面では、数値テーブル生成の元となる関数式を入力 
します。 


2.関数式を入力します。 
•次のように入力します。 

画]囚( X )回旧の图回 

fCX )= X 2+ l 」2 l 
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3. 関数式を確定するには、因を巧します。 

• 開始値の指定画面び表示されます。 

現在指定されている開始値 
(初期値： 1) び表示される 

• 現在指定されている開始値と今回指定したし爛始値び異な 
る場合は、開始値田を入力します。 

4. 関始値を確定するには、因を巧します。 

• 終了値の指定画面び表示されます。 

現在指定されている終了値 
(初期値： 5) び表示される 

•開始値の場合と同様、必要に応じて数値を入力します。 

5. 終了値を確定するには、因を巧します。 

• ステップ値の指定画面び表示されます。 

現在指定されているステップ値 
(初期値： 1) び表示される 

•開始値の場合と同様、必要に応じて数値を入力します。 

6. ステップ値を確定するには、因を巧します。 

• 入力した関数式と指定した開始値/終了値/ステップ値に 
基づく数値テーブルび、 数値テーブル 画面に表示されます。 



•数値テーブル画面で 画を 巧すと、関数式エディタ画面に戻 
ります。 
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■ 関数式の登録と X 値の指定について 
口登録が可能な関数式について 

TABLE モー ドの関数式 エディ タ画面では、基本的に COMP モー 
ド時と 同様に、 数値や演算デ、関数、定数、変数などの入力操作び 
可能です。ただし、次の制限びあります。 

♦ 変数メモリー X を除く各変数メモ U — ( A ， B ， C ， D ， Y ) および 
独立メモリー ( M ) は、すべて数値(メモ U - 内に現在格納され 
ている数値)として扱われます。 

♦ 関数式における変数としては、変数メモ U — X のみび使用可 
能です。他の変数メモ U —および独立メモ U —は、関数式に 
おける変数としては使用でさません。 

♦ 微分(ぶみ)、積分 （j )、座標変換 ( Pol , Rec )、： E 計算の各関数 
は入力でさません。 

♦ 次の機能は利用できません。 

• U プレイ機能 
• カルク機能 
• ソルブ機能 

•マルチステートメントの入力 
•画， H 画 ( M -) キーの操作 
• 変数メモ1」一への数値登録操作 ( STO ) 


□ • d 直の指定について 

数値テーブ j レを作成する際に使われる直の開始値 ( start ). 終了 
値 ( End ) 、およびステップ値 ( Step ) を指定することびできます。 
それぞれの数値の指定は、関数式エディタ画面で呂を巧すと順 
次表示される入力画面を使って行います。 

♦ 入力は、常にライン表示形式で行います。 

♦ 開始値、終了値、およびステップ値として、数値や計算式(結果 
び数値となるような計算式)を入力することび可能です。 
♦開始値よりもルさい終了値を指定した場合はエラーとなり、 
数値テーブルは生成されません。 

• 指定可能な X の値(開始値/終了値/ステップ値)は、結果と 
して作成される数値テーブルにおけるぶ値び30個じ(内となる 
よラな値です。直び30個を超えるよラな条件を指定して数 
値テーブルの作成を実行すると、 エラーと なります。 
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♦ 入力した関数式、および; d 直の指定条件などにより、数値テー 
ブルの作成に時間びかかる場合びあります。 

♦数値テーブルを作成する際に、変数メモ U —Xの値は書き換 
えられてしまいますので、ご注意 < ださい。 

口登録した関数式とパ直の保持について 

TABLE モードで登録した関数式とぶ値欄始値/終了値/ステッ 

プ値)び保持/クリアされる条件は、次の通りです。 

♦ TABLE モードから出た場合は、関数式と； d 直はすべてクリア 
されます。 TABLE モードで極固 （TABLE) を巧して、 TABLE 
モードに入り直した場合も、すべてク U アされます。 

♦ TABLE モードで本機の電源を切った場合は、再度電源を入れ 
ると関数式エディタ画面び表示されます。このとき、電源を 
切る前に登録されていた関数式は消去されます。； d 直は保持 
されています。 

♦ TABLE モードでセットアップの表示形式設定(自然表示形式 
またはライン表示形式の設定)を変更すると、登録されてい 
た関数式はク U アされます。 

■数値テーブル画面について 

数値テーブル画面には、指定した開始値/終了値/ステップ値 

から計算された; d 直と、その； d 直を登録した関数式/(ス)に代入し 

て得られた/(ス)値の一覧び表示されます。 



♦数値テーブル画面では、各要素の数値を表示することびでさ 
るだけです。編集を行ラことはでさません。 

♦数値テーブル画面で画を巧すと、関数式エディタ画面に戻 
ります。 
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本節では、本機の計算機としての性能や精度、エラーび発生した 
場合の考えられる原因と対処ち法について説明します。 

■計算の優先順位 

本機では、入力した式び次の優先順位に従って計算び実行され 
ます。 

♦ 基本的に左からちへと計算び実行されます。 

♦カッコび使用された場合、カッコ内の計算び最優先されま 
す。 

♦個別の演算命令ごとの優先順位は、次の通りです。 


順位 

演算命を の 種類 

該当記号と解説 

① 

カツコ付さ関数 

Pol(, Rec( 

J し d / dx {, Z( 

P(, Q(, R( 

sin(, cos し tan(, sin-i( ， cos-i (， 
tan— 1(， sinh(, cosh(, tanh し 
sinh-i( ， cosh-i( ， tanh-i( 
log( ， ln しがい OA ( ，厂し 3 厂（ 
arg し Abs し Conjg( 

Not(, Neg( 

Rnd( 

② 

後置関数、ベさ乗、 

ド 2 ド3 厂 1 ri 〇,，，〇 r g 八/ 

!*^|， I 1 1 I い 


べき乗根 

X い 


正規分布 



パーセント 

% 

③ 

分数 

able 

④ 

前置記号 

(-) (負符号） 

d, h, b, 0 (n 進記号） 

⑤ 

統計の推定値計算 

ぶ , 夕 ，ぶ 1 , ぶ 2 

⑥ 

順列、組合せ 

nPr , nCr 


複素極形式シンボル 

Z 
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順位 

演算命令の種類 

該当記号と解説 

⑦ 

乗除算 
乗算省略 

X ,今 

几， も変数メモ U —の直前の乗 
算省略 (2 几， 5 A ， TlA ， 2!’など）、 
カツコ付さ関数直前の乗算省 
略 (2 厂 (3)， Asin (30) など） 

⑨ 

加減算 

十，一 

⑨ 

論理積 

and 

⑩ 

論理和、排他的論理 
和、排他的論理和の 
否定 

or , xor , xnor 


ヒント 

参負数を使った計算では、負数にカッコを付ける必要びある場 
合びあります。例えば r -2 の2乗」を計算したい場合は、②後置 
関数がの優先順位び④前置記号である負符号 (-) よりわ優先 
順位び高いため、" (-2) 2 "と入力することび必要です。 

回回回曰 -22 =-4 

の回回囚回曰 （-2)2=4 

• 乗除算と乗算省略は同じ優先順位⑦なので、計算式は、左か 
ら順に計算されます。このため、カッコを付けることで計算 
結果び変わります。 

の因回囚曰 ド 2 ! •= y !. 

圧!因の回囚囚曰ドが) 
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■スタック数の制限について 

本機には優先順位のおい計算数値や計算命令欄数など)を一時 
的に記憶する r スタック」と呼ばれるメモ U - びあります。数値 
用のスタックは10段、命令用のスタックは24段まで使用でき 
ます。数値用、命令用のスタックは、それぞれ次のよラに数えま 
す。 


2 X I 

(( 3 + 4 X ( 5 ^ 

— 4 ) - 3) - 5) + 8 

个下, 

け r 

ド1 

、八 t j 

、个 

①I 

② 

③ 

@ 

⑤ 


の回回の固面回 


数値用スタック 命令用スタック 



スタック数を超えて計算式を入力し、計算を実行しよラとする 
と、スタックエラー (S ね ck ERROR ) となり、計算結果を得るこ 
とはでさません。 

ロモードに応じた特殊なスタックの数え方につい 
て 

♦ CMPLX モードでは、入力した数値び実数、複素数のいずれの 
場合でわ、1つの数値で2つの数値用スタックを使用します。 
このため、 CMPLX モードでの数値用スタックは、見かけ上は 
5段となります。 
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■演算範囲•演算が数•精度について 


実行する計算に応じて、本機の演算範囲、内部演算が数、精度は 
次の通りです。 

演算節囲と精度 


演算範囲 

±1 X 10-99 〜 ±9. 999999999 X 1099および0 

内部演算が数 

15巧 

精度 

原則として1回の計算につさ10巧目の誤差 
び±1となります。指数で表示する場合には 
誤差は表示されている仮数表示の最下位が 
において±1となります。連続して計算を 
行った場合は、この誤差び累積されます。 


関数計算時の入力範囲と精度 


関数 

入力轟囲 1 

sin X 

DEG 

0 書 I ぶ I く 9 x 109 

RAD 

0^ I ぶ I く 1570 7%32.7 

GRA 

0 非 I <1 x 1010 

COS ぶ 

DEG 

0^ 1 ぶ 1 く 9 x 109 

RAD 

0^ I ぶ I く 15707%32.7 

GRA 

0 非 I く 1 x 1010 

tanx 

DEG 

sin ぶと同瑜ただし、句= (2 な- 1) x 90 を除 
< 

RAD 

sin と同様、ただし、ぶ= (2 な- 1) x ; r /2 を 
除< 

GRA 

sin X と同様、ただし、ぶ= (2^-1) x 1 00^ 

除< 

sin - 1 ^ 

0^ 1 ぶ 1 羣 1 

cos-^x 

tan -1 ぶ 

0 非 I 執 999999999 X 1099 

sinhx 

0^ I ぶ I ^230.2585092 

coshx 


-126 - 







0 非 I 苗999999999 X 1099 
1^x^4.999999999x1099 
0^ I ぶ I ^9.999999999x1099 
0^ I ぶ I ^9.999999999x10-1 
0< だ 9.999999999 X 1099 
-9.999999999x1 〇 99^ ス ^ 99.99999999 
-9.999999999x1 〇 99^ ス ^ 230.2585092 
0 ^ぶ< 1 X 10100 


|イ< 1 X 10100;け0 
|イ< 1 X 10100 
0 ^^ 69 ( ぶ：整数） 

0 ^ け < 1 X1〇1〇, 0ミ r ミ n r : 整数） 

1 ^ か!/(な-り!} <1 x 10100 
0 ^ n <1 X 1〇1〇, 0ミ r ミれ（れ， r こ 整数） 

1^な!か！<1 X 10100または1^な!/(な-り！ <1x11 
|ス|，レ| ^ 9.999999999x1099 
^9.999999999x1099 
0 ^ 9.999999999 X 1099 

6: simc と同じ 
I 幻しわ， C < 1 X 10100 
0 ^ ゎ ， C 
I ぶ I < 1 X 10100 

60進数表示は0°0'0" ^ |ぶ| ^ 9999999°59'59" 









関数 

入力節囲 

X 巧 

_y >0:ス幸0, -1 X 10100 < Mx logy < 100 
_y =0: x > 0 

y <0: X = 2 / 1+1 , 2。+1 (m 与 0; m , n •- 整数） 
ただし、 -1 X 10100 < l/jclogW < 100 

ひゎ Ic 

整数 • 分テ. 分母の合計び10衍似内(ただし、区 
切り マークを 含む） 


♦演算は、基本的には慣算範囲と精度」で示した精度で行われ 
ます。 

♦ A (が)/か 3 厂，か nPr , nO など内部で連続演算を行うタイ 
プの関数では、内部での1回の計算ごとに発生した誤差び票 
積されることびあります。 

参関数の特異点や変巧点の近傍で、誤差び累積されて大さ < な 
ることびあります。 

■ エラーメッセージについて 

本機の限界を超える演算を実行しよラとしたり、不適切な入力 
を行ったりすると、エラーメッセージび表示されます。エラーの 
発生原因に応じて 、" Math ERROR " や" S ね ck ERROR " など数種 
類のエラーメッセージびあります。 



エラーメッセージ例 


ロエラーメッセージへの対処 

どのエラーメッセージび表示された場合でわ、基本的に同じち 
法で対処でさます。次のキー操作び有効です。 

♦ ® または®を巧すとエラーメッセージび表示される前に 
入力した計算式の編集状態に戻ります。このとさ、カーソル 
びエラー位置に移動します (24 ページの r エラー位置表示に 
ついて」を参照)。 


-128 - 





♦ 画を巧すと、エラーメッセージび表示される前に入力した 
計算式をク1」アします。計算式をはじめから入力し直す場合 
は、この操作を行ってください(エラーび発生した計算式は、 
計算履歴には残りませんので、ご注意ください)。 

□エラーメッセージー覧 

ここでは、状況に応じて表示される個別のエラーメッセージの 
意味と、対処ち法を示します。対処に際しては、はじめにェラー 
メ ツセー ジ画面で承または® を巧してください。 


メッセージ ： Math ERROR 


エラー 内容 

対処 

• 計算の途中経過または結果 
び演算範囲を超えている。 

• 入力可能な数値範囲を超え 
た入力を行った(特に関数 
の使用時に注意び必要)。 

• 数学的な誤り (0 による除算 
など)び行われた。 

•入力した数値を確認し、巧 
数を減らして計算し直す。 

•独立メモ U —や変数メモ 
U —を関数の引数として 
使っている場合、メモリー 
内の数値びその関数で使用 
可能な範囲内かを確認す 
る。 


♦ 入力可能な数値範囲については、 r 演算範囲•演算が数•精度に 
ついて」 （1 26ページ)を参照して< ださい。 


メッセージ ： Stack ERROR 


エラー 内容 

対処 

•数値用スタック、命令用ス 
タックを超える計算式び実 
行された。 

•計算式を簡略化して、使用 
可能なスタックの範囲内に 
納める。 

• 計算式を2つ！; j 上に分けて、 
使用可能なスタックの範囲 
内に納める。 


♦使用可能なスタックの範囲については r スタック数の制限に 
ついて」 （1 25ページ)を参照して< ださい。 


-129 - 





メッセージ ： Syntax ERROR 


エラー 内容 

対処 

•計算式の書式に誤りびあ 
る。 

•書式の誤りを確認し、計算 
式を訂正する。 


メッセージ ： Argument ERROR 


エラー 内容 

対処 

•引数の使い方に誤りびあ 
る。 

•引数の使い方を確認し、計 
算式を訂正する。 


メッセージ ： Variable ERROR 

ソルブ機能 (52 ページ)利用時に特有のエラーです。 


エラー 内容 

対処 

•ホ解対象び未指定で、かつ 
入力した方程式に変数 X び 
含まれていない。 

•ホ解対象として指定した変 
数び入力した方程式に含ま 
れていない。 

•ホ解対象び未指定の場合 
は、変数 X を含む方程式を入 
力する。 

• 方程式に含まれている変数 
を求解対象として指定す 
る。 


メッセ—ジ： Can’t Solve 

ソルブ機能 (52 ページ)利用時に特有のエラーです。 


エラー 内容 

対処 

•解をホめることびでさな 
かった。 

• 入力した方程式に誤りびな 
いか確認する。 

•ホ解対象の変数の値を、解 
に近いと思われる値を入力 
して実行してみる。 
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メッセージ ： Insufficient MEM 


エラー 内容 

対処 

• 計算を実行するための演算 
メモ U —び不足している 
( TABLE モードで発生する 
ことびあります)。 

• テーブル計算における開始 
値/終了値/ステップ値を 
調整して、計算の実行範囲 
を狭くする訂正を行い、再 
度実わしてみる。 


メッセージ ： Time Out 


エラー 内容 

対処 

•微分/積分計算にて、解び 
終了条件を満たしていな 
い。 

• 化/値を現在の値より大さく 
することで、ホ解条件を緩 
めて試してみる（このとき、 
ホ解精度は落ちます)。 


■故障かなと思う前に… 

わし計算中にエラーび発生したり、計算結果びおかしい場合、下 
記の操作を順葡こお試しください。操作を行う前に、大切なデー 
夕は事前にノー トなどに書き写してください。 

① 計算式び間違っていないか確かめる。 

② 計算を行ラのに必要な正しい計算モードを選択する。 

③ 上記の操作を行っても正常に操作できない場合は画)キーを 
巧す。画）キーを巧すと、計算機の状態び正常であるかを 
チェックする。異常び発見された場合は自動的に計算モード 
や設定を初期状態に戻し、メモ U —の内容を消去する。 

④ 画因回 （ CLR ) 丘] ( Setup ) 曰 ( Yes ) と巧して、すべてのモー 
ドや設定を初期状態にする。 
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本節では、本機の電源および電池交換について説明します。 


■電源および電池交換 

fx-370ES 

電源には、単4電池を1個使用しています。 

fx-912ES 

電源には、太陽電池とボタン電池 ( LR 44) の2電源を使った TWO 
WAY POWER システムを採用しています。使用する場所の照度 
に制限のある太陽電池のみの関数電卓とは異なり、表示内容び 
確認でさる明るささえあれば使ラことびでさます。 


•電池使用上のご注意 

電池の使い方を誤ると電池の液われで製品び腐食したり、電池 
び破裂することびあります。 



次のことを必ずお守りください。 


A この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 
人び傷害を負う可能性び想定される内容およ 
び物的損害のみの発生び想定される内容を示 
'王思してぃます。 

電池について 

♦本機で使用している電池を取り外した場合は、誤って 
電池を飲むことびないようにしてください。特にルさ 
なおデ様にご注意ください。 

♦電池はルさなお子様の手の届かない所へ置いてくださ 
し、万一、お子様び飲み込んだ場合は、ただちに医師と 
相談してください。 
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♦ 電池は、充電や分解、ショートする恐れのあることはし 
ないでください。また、加熱したり、火の中へ投入した 
りしないで < ださい。 

♦ 電池は使い方を誤ると液われによる周囲の巧損や、破 
裂による乂災 • けびの原因となることびあります。次の 
ことは必ずお守りください。 

•極性（©と©の向さ）に注意して正しく入れてくだ 
さい。 

•長期間使用しないとさは、本体から電池を取り出し 
ておいてください。 （ fx -370 ES ) 

•本機で指定されている電池似外は使用しないでくだ 
さい。 


口電池の交換 

fx-370ES 

電池び消耗すると、液晶の表示び薄くなってきます。表示び薄く 
なったまま使用を続けると、正常に動作しな < なることびあり 
ます。表示び薄くなつてきたら、すみやかに電池を交換してくだ 
さい。また正常に使用できても、定期的に (2 年に1度)電池を交換 
して < ださい。 


ごミ主意 

本機から電池を取り外すと、独立メモ U —や変数メモ U —など 
の内容は消去されます。 


1. 極 i ) 画 ( OFF ) を巧して、電源を切り 
ます。 

2. 本体裏面のネジを外して、裏ブタを 
取り外します。 

3. ちい電池を取り出します。 

4. 新しい電池の表面を乾いた布でよ 
く拭いてから©側と©側を正しく 
入れます。 

5. 裏ブタをネジ留めします。 

6. 画)極 i ) 图 ( CLR ) 团 ( All ) 曰 ( Yes ) 
キーを巧して、本機を初期状態に戻 
します(必ず、操作してください)。 
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fx-912ES 

ボタン電池び消耗すると、特に暗い所で使用したときに、表示び 
薄くなって見にくくなります。また、画)キーを巧したときに、直 
ぐに画面び表示されません。ボタン電池び消耗したままでは、使 
用できません。このような場合は、ボタン電池を交換してくださ 
い。また正常に使用できても、定期的に (3 年に1啟電池を交換し 
て < ださい。 

ごミ主意 

本機から電池を取り外すと、独立メモ U —や変数メモ U —など 
の内容は消去されます。 

1. 極 i ) 画 ( OFF ) を巧して、電源を切りま 
す。 

誤って 画) キーを巧さないよラに、本機 
の八ードケースを本機の前面側にはめ 
込みます。 

2. 本体裏面のネジを外して、電池ブタを 
取り外します。 

3. ちい電池を取り出します。 

4. 新しい電池の表面を乾いた布でよく拭 
いてから®側を上にして入れます。 

5. 電池ブタをネジ留めします。 

6. 画) H 回 （ CLR ) 团 （ All ) 日 ( Yes ) 

キーを巧して、本機を初期状態に戻し 
ます(必ず、操作してください)。 

ロオートパワーオフ（自動電源オフ)機能 

操作完了後、約6分で自動的に電源オフになります。計算機を再 
びご使用になるとさには、 画) キーを巧すと電源オンとなりま 
す。 
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fx-370ES 

電源： 単 4 電池： R 03( UM -4) X 1 個 

電池寿命： 約6,000時間健続演算時） 

約17,000時間(カーソル点滅表示で連続放置) 

消費電力： 0.0002 W 
使用温度： 0 で〜 40 で 

大きさ•重さ： 幅80 X 奥行161 X 厚さ 13.7 mm 、 11 Og 
付属品： 八ードケース 

fx-912ES 

電源： 太陽電池:本体前面に搭載(固定） 

ボタン電池: G 1 3タイプ ( LR 44) X 1個 

電池寿命： 約3年 (1 曰に1時間使用した場合） 

使用温度： 0 で〜 40 で 

大きさ•重さ： 幅80 X 奥行161 X 厚さ1 2.2 mm 、105 g 
付属品： 八ードケース 
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応用が J 題 


■± 木•測量 
(D (兰角比 I ) 

下図において A 地点から B 地点の距離 (C) と角 B (がびわ 
かっているとさ、 A - C 間の距離 (b) と B - C 間の距離 (a) 
は？ 



圓 sin 0= を展開して、 

cos 0 = を展開して、 


^军説)兰角比を使って計算 
します。 

sin 6 =— 

C 

n a 
cos け=—— 

C 


tan0 = — 
a 

A 



=c*cos 0 


[line 11 Deg] 


(b =10X sin 60 をまめる） 

の面画固面囚目 


(a =10XCOS 60を求める） 

の面画固面囚目 


1 日 sin(G 日） 

3 .660254033 

1 日 cos(G 日） 

已 


同様に辺 b と角 B (ののみびわかっているとさは、辺 a •辺 C は各々 
b 今 tan か b^sin 化!求めます。また、辺 a と角 B (ののみびわかっ 
ているときは、辺 b •辺 C は各々 axtan か a^cos0 でまめます。 
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この例題は、極座標^直交座標変換を使ってゎ計算でさます。 



[line 11 Deg I 

(極座標 (10, 60) を直交座標に変換する) 

丽 i ] 円 ( Rec ) m 巧1 

@囚(，)を匹!囚曰 


RecCl 日， G 日） 

X = 日 

Y= 0.GG 0254030 


0に角比の 

下図において2辺 a 、 b の距離びわかっているとき、角 B (货 



@ tan 0 = 4-を展開して、 0 =ね n - 1 (去) 
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ruN^rpigi 

(0 = tan - 1 (5 今 8) をまめる） 

画固画 (ね n - i ) 
回因国 h 目 


(60 進数に変贼 

回 

同様に辺 a •辺 C びねかっているときは、 cos - 1 で求めます。 
また、辺り、辺 C びねかっているときは、 sin - 1 (― ) でまめます。 
この例題は、直交座標^極座標変換を使ってゎ計算でさます。 

P(8,5) 



tan — 1(卜日） 

32.00533321 

tan — 1(卜日） 

32〇0'13.3日" 


[line 11 Deg I 

(直交座標(8, 5) を極座標に変換し r ， 0をまめる） 

H 田 (Pol) 面 H 回し） 

回囚目 


废数 Y に格納された 0 を呼び出し、 60 進数に変贼 


画画) (Y) 回 

32〇0'13.3日" 


Pol (日，日） 

ド 9.433981132 
9 = 32.00530321 
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0 (直接測れない距離） 

下図において、角 C 、 角 D 、 辺 A びわかっているとき 、X 
の距離は？ 



下記の公式を使って計算 
します。 



(D 


[line 11 Deg I 

( C ， D の値をそれぞれ変数メモ U - C ， D に登録して計算) 

固の回团回回極)画 ( STO ) 励 ( C ) 

旺 I 图回回回回極)画 ( STO ) 圆 ( D ) 

回面圆画励 ( C ) 囚因圆の国を日 
画励 ( C ) 曰画)圆 ( D ) 囚曰 


日日 Since) づ in(l 日 


47.0GG 13053 


@ (へ□ンの公式） 

下図において、辺ん辺り、辺 C びわかっているとさ、面 
積 S は？ 



ミ説)下記のへ□ンの公式を 
Cm 、 使って計算します。 
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■物理 

0 (斜面上の物体を引く力） 

斜面の角度 ( 0 ) 20 °、 物体の重さ (W ) 6 0 k g 、 摩擦係数 ( 以） 
0.3 のとき、物体を引く力 （ P ) は？ 

I 解説）下記の公式を使って計算 
します。 

P = W (sin 0 +/i*008 0 ) 


[Line] [Deg] 

固のの圆回面囚田 
面 □ 团因画回面囚囚 
曰 


G 0 CsinC 20)+0.3 xt > 
37.43日の日の 



(D 


[line] [Deg] 

( s をまめ、結果を変数メモ U — A に登録する) 

の回面のの面田 
团面囚因回 
丽]厕 (STO) 闷 (A) 



G 00 


W 沒呂 

回回回の 

II 暫 

のののの 
WEIEI 回 
} 回のの曰 
I s 回の 
g 因曰曰 
S 
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(D (放物運動） 

初速 ( Vo )30 m / s で投げたボールび50°の角度 (0) で上びり 
ました。3秒後の高さか)は？ 

囑 


Vo(30m/s) 



下記の公式を使って計算 
します。 

h = Vot • sin 0 - 
(g 重力加速度 9.8m/s う 


3日 x 3 xsin (日日）-2—化 
24■日43333日日 


圓 


因曰因日 
回の面回 
因の曰团 
の回国 
团圆困 
因 
回 
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